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論 文 内 容 の 要 旨

 （目的）

 関節内圧に関する研究は古くから知られているが内圧

の描記法は特定の時点をとらえたいわば点描記によって

いる．．

 著者は経時的変化も追求するために連続的描記法を用

い，変形性膝関節症の関節内圧を研究し，本症の病態生

理を究明せんとした．

 （方法）

 関節内圧の変動はさきに教室の田中が脳脊髄濠内圧の

測定に用いたものを改良した自動記録装置（日本光電製

MP－4型）を応用し，膝関節内圧を自動的に記録し

た．本装置の特徴は内圧り連続描記の可能なことであ

る．

 検査対象とした変形性膝関節症は57例76関節で別にい

わゆる健康側（すなわち，1側のみ変形性膝関節症がみ

られ，他側は正常とみられるもの）として対象としたの

は11関節であった．対照とした正常例は12例15関節であ

った．

 （結果）

 エ．血圧（穿刺時内圧）．

 1） 変形性膝関節症患者中，滲出液貯留例は1例2関

節を除き，陽圧を示し滲出液量が大きいほど内圧も高い

傾向がみられる．滲出液非貯留例では陽圧と陰圧はほぼ

同数であった．滲出液の貯留の有無にかかわらず一般的

にその陽圧値にはあまりちがいがなかった．いわゆる健

康側や正常例では陰肥の場合が多かったが陽圧のものも

きわめてまれとはいえない例に認められた．

 2）関節痛がつよくなるほど陽圧例がふえ，関節痛が

高度のときはすべて陽圧であった．

 両側変形性膝関節症の場合，すべて膝関節痛の高度な

側に圧が高かった．

 3）X線所見と初夢との関連をみると，X線所見の

Gradeがだんだんと高くなってくると陽圧の割合が多く

なり，Grade IVではすべて陽圧を示した．以上から変形

性膝関節症の初夢は疹痛およびX線変化とかなり密接な

関係をみることができた．

 2．終圧（穿刺排液後内圧）

 終圧と初圧の差から穿刺による内圧の変動をみると滲

出液の量の多いものほどその変動は大きかった．

 3．肢位による内圧変動

 各肢位の内圧を析線で結ぶと5つの群に分類され，変

形性膝関節症，いわゆる健康側，正常例を通じてどの場

合でも第4群V字型（一旦，下降して上昇するもの）が

一番多かった．最：低内圧を呈する一定の肢位はなかった

が45。屈曲位のときに変形膝関節症，いわゆる健康側，

正常例を通じて最低内圧を呈するものが多かった．

 4．大腿四頭筋収縮弛緩による内圧変動

 大腿四頭筋を随意的に最高に収縮させるともちろん，

初圧よりも高くなるが弛緩させると瞬間的にすべてが初

圧よりも低くなる．

 変形性膝関節症と正常例を比較すると収縮時上昇値お

よび弛緩時下降値ともその絶対値の平均は変形性膝関節

症の方が低かった．

変形性膝関節症の方が大腿四頭筋の収縮力および弛緩
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力がおちていることを示すと考えられる．

 5．生理的食塩水注入吸出による内圧変動

 変形性膝関節症の生理的食塩水注入吸出による内圧変

動をみると圧／量曲線において上昇カーブは正常例に比

較して急峻でノ生理的食塩水注入量は少量にて上昇す

る．

 注入時内圧の上昇と吸出時内圧の低下はその絶対値は

吸出時の方が大きい．

 正常例でも同じ傾向を示すが絶対値が小さい．

 両側変形性膝関節症において左右膝関節内圧の差と膝

関節痛との関連をみると注入時では膝関節痛の高い側ほ

ど上昇カーブは急峻であり，吸出時には下降カーブが急

峻である．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は関節内圧の連続的描記装置を用い，変形性膝関節症における関節内圧を種々の観点より追及

し，内圧と関節痛との関係を明らかにしたもので，本症の病態生理の解明に寄与するものであると認めら

れる．
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